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年
々
歳
々
、
十

四
川
の
ほ
と
り
よ

り
、
変
り
ゆ
く
母

校
の
姿
を
眺
め
な

が
ら
佇
む
四
日
市

高
校
同
窓
会
館
。

母
校
創
立
70
周
年

を
記
念
し
て
、
昭
和
44
年
、
本
校
卒

業
の
先
輩
諸
氏
の
努
力
に
よ
り
建
立

さ
れ
た
。
早
や
半
世
紀
近
く
の
年
月

が
流
れ
て
い
る
。
本
会
報
も
昭
和
30

年
に
創
刊
、
本
号
で
70
号
の
節
目
を

迎
え
ま
し
た
。
70
号
記
念
と
し
て
、

紙
面
の
大
改
革
を
い
た
し
ま
し
た
。

お
気
付
に
な
ら
れ
た
で
し
ょ
う
か
。

（
１
ペ
ー
ジ
、
８
ペ
ー
ジ
の
カ
ラ
ー

印
刷
を
含
め
て
）
▼
創
刊
以
来
、
時

代
の
移
り
変
り
は
激
し
く
、
ア
ナ
ロ

グ
よ
り
デ
ジ
タ
ル
一
辺
倒
の
時
代
に

突
入
し
て
い
る
。
少
子
高
齢
化
の
時

代
に
入
り
、
私
た
ち
同
窓
会
員
も
高

齢
者
が
増
え
つ
づ
け
て
い
ま
す
。
本

会
報
創
刊
号
（
昭
和
30
年
）
の
活
字

ポ
イ
ン
ト
（
文
字
の
大
き
さ
）
は
、

45
号
ま
で
「
三
重
県
立
四
日
市
高
等
学
校
」

（
8
ポ
イ
ン
ト
）、
46
号
よ
り
69
号
ま

で
「
三
重
県
立
四
日
市
高
等
学
校
」

（
9
ポ
イ
ン
ト
）、
本
70
号
は
「
三
重

県
立
四
日
市
高
等
学
校
」（
10
ポ
イ

ン
ト
）
と
ポ
イ
ン
ト
数
を
大
き
く
し

ま
し
た
。
▼
投
稿
者
の
原
稿
字
数
は

少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
行
間
に
含

ま
れ
た
意
味
を
読
み
取
る
べ
く
、
含

蓄
の
あ
る
文
章
が
多
く
な
り
、
編
集

係
は
大
変
喜
ん
で
お
り
ま
す
。
日
進

月
歩
の
デ
ジ
タ
ル
時
代
、ま
す
ま
す
、

小
さ
い
文
字
を
見
つ
づ
け
、
視
力
の

弱
体
化
、
老
齢
化
は
進
み
つ
づ
け
る

で
し
ょ
う
。
▼
本
会
報
も
時
代
と
共

に
、
卒
業
生
諸
氏
の
内
容
豊
富
な
記

事
を
会
員
の
皆
さ
ま
に
、
適
確
に
伝

え
る
べ
く
進
化
し
て
ゆ
く
こ
と
を
念

じ
て
お
り
ま
す
。

（
鈴
木
田
）

い
ま
す
。
難
関
大
学
合
格
も
そ
の
結

果
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
理
想
の
学
校
の

生
徒
は
心
豊
か
に
育
ち
ま
す
。
少
子

高
齢
化
が
進
み
、
我
が
国
の
国
力
の

維
持
、
向
上
の
た
め
に
は
、
生
徒
に

社
会
の
一
員
と
し
て
よ
り
よ
い
生
活

や
人
間
関
係
を
築
こ
う
と
す
る
自
主

的
、
実
践
的
な
態
度
を
育
て
る
と
と

も
に
、
自
己
の
在
り
方
、
生
き
方
に

つ
い
て
の
考
え
を
深
め
、
自
己
を
生

か
す
能
力
を
養
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
今
年
の
全
校
人
権
討
論
会
で

は
、
生
徒
か
ら
「
一
日
一
善
」
運
動

を
限
定
し
た
期
間
で
は
な
く
一
年
中

取
り
組
み
た
い
、
と
の
強
い
要
望
が

あ
り
ま
し
た
。
自
分
の
家
族
に
、
友

だ
ち
に
、
身
近
な
人
に
そ
し
て
見
知

ら
ぬ
人
に
「
み
ん
な
で
や
ろ
う
」
と

話
し
合
い
、
大
き
な
拍
手
の
も
と
討

論
会
が
幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
。
確
実

に
心
の
教
育
が
育
っ
て
い
ま
す
。
そ

ん
な
四
高
生
に
未
来
の
日
本
の
明
る

さ
を
確
信
し
ま
し
た
。

　

同
窓
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
平
素
よ
り
母
校
の
教
育
全
般
に

わ
た
り
ご
支
援
ご
協
力
賜
り
ま
し
て

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
は
三
重
県
の
小
中
学
生
の
学

力
向
上
元
年
と
な
り
、
県
を
あ
げ
て

様
々
な
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
ま

す
。
全
国
学
力
学
習
状
況
調
査
結
果

か
ら
三
重
県
が
全
国
順
位
で
下
位
グ

ル
ー
プ
で
あ
り
低
迷
し
て
い
る
こ
と

に
よ
る
も
の
で
す
。
こ
の
調
査
結
果

や
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
そ
の
是
非

を
語
る
こ
と
は
避
け
ま
す
。
な
ぜ
な

ら
そ
の
背
景
に
競
争
原
理
が
働
い
て

い
る
か
ら
で
す
。

　

本
校
の
生
徒
は
、
同
級
生
と
点
数

の
比
べ
合
い
を
し
ま
せ
ん
。
成
績
が

良
い
か
ら
相
手
を
高
く
評
価
す
る
と

か
、
成
績
が
悪
い
か
ら
自
分
を
卑
下

す
る
と
い
う
よ
う
な
気
持
ち
に
な
り

ま
せ
ん
。
あ
く
ま
で
も「
自
己
実
現
」

の
た
め
に
勉
強
し
て
い
ま
す
。
目
指

す
理
想
は
「
学
級
、
学
年
、
学
校
全

体
の
集
団
に
自
然
と
学
び
、
教
え
合

う
健
全
な
自
発
性
や
親
和
性
を
生
み

だ
す
」
と
い
う
考
え
に
も
と
づ
い
て

う
べ
き
道
筋
、道
理
を
た
っ
と
ぶ「
義

を
重
ん
じ
る
こ
こ
ろ
」。
こ
れ
ら
の

心
の
あ
り
方
を
し
っ
か
り
と
持
ち
、

日
本
の
こ
こ
ろ
を
た
て
直
す
こ
と
が

出
来
れ
ば
、
か
っ
て
の
よ
う
な
世
界

か
ら
尊
敬
さ
れ
る
民
族
に
な
れ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
欧
米
流
の

「
理
」
一
辺
倒
の
考
え
方
で
は
な
く
、

「
情
」
を
忘
れ
ず
に
も
の
ご
と
を
判

断
す
る
姿
勢
を
持
つ
こ
と
も
大
切
で

し
ょ
う
。
ル
ー
ル
で
禁
止
さ
れ
て
い

な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
き
わ
ど
い
こ

と
も
平
然
と
行
い
儲
か
れ
ば
そ
れ
で

よ
し
と
す
る
風
潮
を
す
て
、
そ
の
時

代
に
合
っ
た
「
日
本
の
こ
こ
ろ
」
を

立
て
直
す
こ
と
に
よ
り
自
信
と
誇
り

を
持
ち
、
秩
序
正
し
く
堂
々
と
歩
ん

で
い
く
こ
と
が
重
要
な
こ
と
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

と
、
い
か
に
時
代
が
変
ろ
う
と
も
、

そ
の
根
底
に
あ
る
も
の
は
人
間
で
あ

る
。
そ
の
変
化
や
移
り
変
り
に
対
応

し
て
い
け
る
そ
の
人
間
を
育
て
て
い

く
こ
と
が
、
何
よ
り
大
切
な
こ
と
で

あ
る
と
い
う
こ
と
を
痛
切
に
感
じ
さ

せ
ら
れ
た
一
年
で
あ
っ
た
。

　

ど
ん
な
時
で
も
、
ど
ん
な
こ
と
で

も
、
究
極
は
人
間
の
問
題
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
か
か
る
意
味
か
ら
、
四

高
同
窓
会
諸
兄
、現
役
生
徒
諸
君
が
、

長
年
培
わ
れ
て
き
た
、
四
高
の
伝
統

の
上
に
立
っ
て
、
一
人
ひ
と
り
が
、

自
覚
と
自
信
を
持
っ
て
、
一
層
の
努

力
と
精
進
を
重
ね
る
こ
と
が
大
切
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。
大
げ
さ
な
言
い

方
で
す
が
、
戦
後
六
十
数
年
、
こ
こ

ま
で
劣
化
し
て
き
た
こ
の
国
の
つ
く

り
直
し
は
、一
朝
一
夕
に
は
い
か
ず
、

か
な
り
の
時
間
が
か
か
る
と
思
わ
れ

ま
す
。
戦
後
ず
っ
と
経
済
成
長
を
追

求
し
続
け
、
物
質
的
な
豊
か
さ
に
価

値
観
を
置
い
て
き
た
が
、
内
面
的
な

「
日
本
の
こ
こ
ろ
」
を
し
っ
か
り
と

確
立
し
直
す
こ
と
を
し
な
け
れ
ば
、

こ
の
国
の
つ
く
り
直
し
は
期
待
で
き

な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
即

ち
、
寛
容
、
思
い
や
り
、
お
か
げ
さ

ま
と
い
う
「
和
の
精
神
」。
他
を
敬

い
尊
敬
の
念
を
持
つ
「
礼
節
を
尊
ぶ

こ
こ
ろ
」。
誠
実
、
信
頼
、
不
正
を

恥
じ
る
「
誠
の
こ
こ
ろ
」。
人
の
行

　

平
素
は
、
四
高
同
窓
会
に
対
し
て

格
段
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
の
我
が
国
の
状
況
を

振
り
返
る
と
、
混
迷
の
一
語
に
つ
き

る
。政
治
は
党
利
党
略
に
明
け
暮
れ
、

こ
の
国
難
の
時
に
何
の
打
つ
手
も
な

い
あ
り
さ
ま
。
加
え
て
、
経
済
は
世

界
的
な
不
況
と
相
ま
っ
て
、デ
フ
レ
、

円
高
で
倒
産
企
業
も
続
出
し
た
。
年

金
を
は
じ
め
種
々
の
社
会
保
障
や
福

祉
の
実
情
も
改
革
の
目
途
も
立
た
な

い
状
況
で
し
た
。「
決
め
ら
れ
な
い

政
治
」「
決
ま
ら
な
い
政
治
」
と
言

う
よ
り「
決
め
よ
う
と
し
な
い
政
治
」

の
感
さ
え
あ
る
政
治
家
に
落
胆
し

た
。
日
本
は
一
体
ど
う
な
っ
て
し
ま

う
の
だ
ろ
う
か
と
憂
慮
し
た
。
政
治

や
経
済
が
い
か
に
弱
体
化
し
よ
う

「
日
本
の
こ
こ
ろ
」
を
取
り
戻
そ
う

心
の
教
育
の
成
果

同
窓
会
長　

熊
澤
誠
一
郎

︵
四
高
29
年
度
卒
︶

学
校
長　

水
谷
明
弘

　平成25年度総会を下記の通り開催いた
します。会員の皆様におかれましては、お
誘い合わせの上、多数ご参加くださいます
ようご案内申し上げます。

終了後 ・抽選会のあと記念撮影
・喫茶室にてティー・パーティー
（無料）

○問合せ

○付　記
・会費期限切れの方には、振込用紙を同封いた
しました。会費納入にご協力下さい。
・講演につきましては、一般に公開しておりま
す。お知り合いで、ご興味のあります方には、
ご案内下さい。

　　　四日市高校同窓会館
　　　TEL・FAX　059-365-3631
　　　Eメールアドレス
　　　sikoukai@m2.cty-net.ne.jp

○記念講演（総会後）

〈演題〉

「宇宙アラカルト」

〈講師〉
JAXA副理事長
樋 口 清 司 氏（四高39年度卒）

○日　時

13時30分受付　14時00分開会
平成25年６月１日（土）

○場　所
四日市市総合会館８階 視聴覚室

〈平成25年度総会のご案内〉

http://www.pcs.ne.jp/~shiko/

三重県立四日市高等学校同窓会
公式ホームページ
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平
成
24
年
度
総
会
は
、
６
月
２
日

（
土
）、
四
日
市
総
合
会
館
に
て
１
２

４
人
の
参
加
を
得
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

最
初
に
熊
澤
会
長
が
、
文
武
両
面

に
お
い
て
優
秀
な
現
役
生
が
育
っ
て

い
る
点
に
触
れ
、
今
こ
そ
卒
業
生
の

縦
横
の
つ
な
が
り
を
固
め
、
会
と
し

て
の
援
助
を
行
い
た
い
と
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。
そ
れ
を
受
け
て
水
谷
校
長

は
、
同
窓
会
か
ら
の
支
援
へ
の
お
礼

と
共
に
、学
校
の
現
状
報
告
、ま
た
、

夏
制
服
の
襟
に
八
陵
星
を
つ
け
る
こ

と
を
提
案
さ
れ
た
こ
と
等
を
報
告
な

さ
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、議
事
審
議
、記
念
講
演
、

記
念
撮
影
、
抽
選
会
、
テ
ィ
ー
パ
ー

テ
ィ
ー
と
、
会
は
つ
つ
が
な
く
進
行

し
ま
し
た
。

園
初
優
勝
」
と
題
し
て
、
当
時
の
思

い
出
や
そ
の
後
の
野
球
生
活
に
生
か

さ
れ
た
師
の
教
え
等
を
話
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
母
校
現
役
野
球
部
員
も

聴
講
、
ま
た
駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
っ

た
当
時
の
優
勝
メ
ン
バ
ー
も
登
壇
な

さ
り
、
今
で
も
固
く
結
ば
れ
て
い
る

絆
を
見
せ
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　

総
会
で
審
議
さ
れ
た
議
案
は
次
の

通
り
で
す
。

○
第
１
号
議
案

　
　

平
成
23
年
度
事
業
報
告

○
第
２
号
議
案

　
　

平
成
23
年
度
収
支
決
算

　

監
査
報
告

○
第
３
号
議
案

　
　

平
成
24
年
度
事
業
計
画
案

○
第
４
号
議
案

　
　

平
成
24
年
度
予
算
案

以
上
の
議
案
に
つ
い
て
慎
重
に
審
議

さ
れ
た
結
果
、
全
会
一
致
で
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、
か
つ
て
甲
子
園
で
優

勝
時
に
投
手
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
元

巨
人
軍
の
高
橋
正
勝
氏
に
お
願
い

し
、「
故
・
水
谷
貞
雄
監
督
と
甲
子

平
成
24
年
度

四
日
市
高
校
同
窓
会
総
会
報
告

記
念
講
演

高
橋
正
勝
氏
（
四
高
30
年
度
卒
）

　

「
故
・
水
谷
貞
雄
監
督
と
甲
子
園
初
優
勝
」

平成24年６月２日
四日市市総合会館
８階　視聴覚室

四日市高校同窓会　平成23年度 収支決算書
（平成23年４月１日～平成24年３月31日）

財団法人四高会　平成23年度 収支決算書
（平成23年４月１日～平成24年３月31日）

〔収入の部〕 単位：円
項　　　目 細　　目 摘　　　　　　要 決　算　額 予　算　額

同 窓 会 収 入 8,923,400 8,844,000
入　 会　 金 全日制　1,800円×1,063人 1,913,400 1,944,000
同 窓 会 費 終身 （20000） 335 6,700,000

10年（10000） 1 10,000
５年　（5000） 3 15,000
３年　（3000） 3 9,000
２年　（2000） 2 4,000
１年　（1000） 272 272,000 7,010,000 6,900,000

雑 　 収 　 入 利子、その他 11,213 13,398
繰 　 越 　 金 1,412,602 1,412,602

合　　　計 10,347,215 10,270,000

〔支出の部〕 単位：円
項　　　目 細　　目 摘　　　　　　要 決　算　額 予　算　額

運 　 営 　 費 1,371,719 2,000,000
給 　 　 与 給料 1,174,000 1,500,000
事 　 　 務 印刷、事務用品等 53,498 100,000
通 　 　 信 電話、郵便、インターネット関連費など 144,221 400,000

会 　 議 　 費 203,218 420,000
総 　 　 会 会場費、懇親会費、案内状 128,060 250,000
理　 事　 会 会場費、会議費、案内状 61,338 150,000
常 任 理 事 会 会議費 13,820 20,000

事 　 業 　 費 1,258,202 1,450,000
会 　 　 報 会報印刷及び発送費 772,602 950,000
クラブ激励金 母校クラブへ 485,600 500,000

四 高 会 拠 出 金 （財）四高会寄付金 300,000 300,000
積 立 金 5,000,000 5,000,000
予 備 費 供花等 11,130 1,100,000

合　　　計 8,144,269 10,270,000

〔収入の部〕 　　単位：円

勘定科目 細　　目 摘　　　　　　　要 決 算 額 予 算 額
寄付金収入 同窓会より 300,000 300,000
雑 収 入 会館使用料 59,000 100,000

受取利息など 6,463 3,019
前期繰越金 936,981 936,981

合　計 1,302,444 1,340,000

〔支出の部〕 　　単位：円

勘定科目 細　　目 摘　　　　　　　要 決 算 額 予 算 額
管 理 費 710,917 920,000

事 務 費 119,525 150,000
会館修理費 184,170 100,000
清 掃 費 環境整備等 0 150,000
保 険 費 火災保険料 23,510 20,000
光熱給水費 電気、水道、ガス代 383,712 500,000

事 業 費 会議、講演 209,909 240,000
法人住民税 県税・市税 75,600 80,000
予 備 費 0 100,000

合　計 996,426 1,340,000

23年度収入 1,302,444
23年度支出 996,426
差引残高 306,018

（次期繰越金）百五銀行富田駅前支店普通預金　306,018円　　単位：円
百五銀行富田駅前支店普通預金 単位：　円
平成23年度収入 10,347,215
平成23年度支出 8,144,269
次年度繰越金 2,202,946

特別会計積立金（百五銀行富田駅前支店定期預金） 単位：　円
前　年　度　末 28,559,088
今年度積立金 5,000,000
利　　　　　子 6,876
今　年　度　末 33,565,964

記
念
講
演

議　
　

事

現役野球部員も聴講した会場風景

記念講演

当日出席の甲子園優勝メンバー

富中・四女・北女卒業生

四高昭和25～29年度卒業生

四高昭和30年度卒業生

四高昭和31年度以降卒業生
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（
富
中
41
回
卒
）

川
合
一
郎 
氏

会　

長　

熊
澤
誠
一
郎	

四
高
29

副
会
長　

鈴
木
田
俊
二	

四
高
28

　
　
　
　

西
脇　

壽
郎	

四
高
32

　
　
　
　

坂
倉
加
代
子	

四
高
32

　
　
　
　

伊
藤　

勘
作	

四
高
35

　
　
　
　

中
島　

泰
浩	

四
高
36

　
　
　
　

杉
本　

雅
俊	

四
高
42

　
　
　
　

飯
田　

賢
一	

教
頭　

顧　

問　

岡
田　

卓
也	

富
中
40

　
　
　
　

小
菅　

弘
正	

富
中
42

　
　
　
　

森
田
三
重
子	

四
女
42

　
　
　
　

江
川　

澄
子	

北
女
19

　
　
　
　

水
谷　

明
弘	

学
校
長

書　

記　

富
田　

常
豊	

四
高
42

　
　
　
　

小
林　

典
子	

四
高
51

会　

計　

伊
藤　

成
利	

四
高
31

　
　
　
　

高
羅　

英
彦	

四
高
33

　
　
　
　

大
森　

智
之	
教
員
、四
高
62

監　

査　

奈
須　

庄
平	
四
高
37

　
　
　
　

藤
原　

和
彦	
四
高
54

北
住
友
梨
奈
、小
林
愛
、近
藤
里
帆
、

佐
藤
優
太
、佐
野
允
紀
、嶌
村
麻
生
、

田
谷
野
義
季
、
中
村
圭
佑
、
福
本
七

彩
、
藤
井
蓮
、
松
浦
朱
莉
、
松
谷
広

志
、
水
谷
美
衣
子
、
道
浦
舞
、
嶺
川

栞
、
三
宅
佑
実
、
村
元
孝
多
、
森
い

づ
み
、
山
﨑
古
都
、
吉
岡
恵
里
奈
、

米
岡
裕
矢
、
因
田
宏
紀
、
佐
久
間
裕

之
、
伊
藤
幸
雄
、
矢
田
享
、
松
川
周

矢
、
武
田
聖
子（平

成
24
年
12
月
現
在
）

○
10
年
会
費
（
１
万
円
）　
　

２
名

○
５
年
会
費
（
５
千
円
）　
　

３
名

○
３
年
会
費
（
３
千
円
）　
　

１
名

○
２
年
会
費
（
２
千
円
）　
　

２
名

○
１
年
会
費
（
千
円
）　

２
０
７
名

　

会
員
の
皆
様
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

伊
藤
厚
稀
、糸
見
明
穂
、今
井
陽
亮
、

浦
理
香
子
、
浦
田
築
、
江
間
稔
起
、

加
藤
清
香
、河
野
祐
輝
、北
村
優
季
、

小
林
ま
ゆ
り
、
佐
藤
友
美
、
佐
野
友

亮
、
柴
田
侑
人
、
鈴
木
干
遥
、
多
氣

佑
太
郎
、
巽
貴
章
、
中
西
綾
、
西
村

俊
哉
、
長
谷
部
一
航
、
花
井
健
人
、

日
置
仁
美
、藤
井
大
輝
、増
本
千
明
、

三
木
悠
矢
、
水
谷
慎
之
介
、
水
谷
卓

矢
、
三
谷
冠
、
村
上
尚
哉
、
山
岸
美

保
、
山
口
達
大
、
山
中
統
吾
、
山
本

奈
々
代
、
和
田
啓
祐
、
石
田
静
馬
、

一
木
崇
人
、
伊
藤
由
、
伊
藤
優
志
、

井
村
文
哉
、
岩
松
裕
太
、
遠
藤
卓
、

大
宮
舞
子
、岡
田
朋
大
、荻
田
拓
海
、

加
藤
友
香
子
、川
本
稜
、北
原
弘
大
、

佐
々
木
健
吾
、
白
井
賢
人
、
杉
本
遼

介
、
首
藤
菜
子
、
髙
山
夕
利
奈
、
田

中
広
太
郎
、田
中
宏
明
、谷
本
雅
英
、

秦
正
太
郎
、
坂
勇
太
、
藤
井
航
平
、

古
市
奈
緒
子
、
松
本
菜
摘
、
三
木
佑

里
佳
、
水
谷
永
輔
、
水
谷
尚
樹
、
宮

野
翔
馬
、
森
博
啓
、
山
上
修
平
、
李

寿
元
、
飯
田
侑
里
、
生
田
久
美
子
、

伊
藤
恭
章
、
小
川
真
穂
、
門
脇
万
里

子
、
黒
田
大
夢
、
澤
木
裕
紀
、
杉
本

貴
史
、
鈴
木
敦
貴
、
鷲
見
隼
人
、
田

尻
大
敏
、
舘
優
花
、
辻
央
流
、
東
海

翼
、
永
川
恭
州
、
中
村
真
奈
、
野
呂

俊
介
、
畠
山
恭
助
、
早
川
優
衣
、
福

田
健
人
、
松
田
明
、
松
本
利
夫
、
水

野
浩
樹
、
三
林
愛
、
宮
崎
和
大
、
森

祐
太
、
保
田
知
里
、
山
口
な
る
み
、

鷲
田
満
土
香
、赤
松
洋
、浅
野
真
未
、

安
藤
光
希
、筏
井
亮
太
、石
川
寛
菜
、

石
川
結
葵
、伊
藤
大
貴
、伊
藤
美
穂
、

伊
藤
優
理
子
、
岩
阪
拓
馬
、
植
田
沙

織
、
植
松
洸
貴
、
内
田
裕
介
、
大
須

賀
詩
乃
、
岡
村
健
太
、
小
田
勇
大
、

菊
池
直
人
、北
口
真
生
、桑
原
拓
也
、

後
藤
萌
、清
水
保
乃
華
、下
井
涼
平
、

杉
野
眞
穂
、世
古
充
樹
、竹
本
嘉
透
、

舘
高
基
、
田
部
孝
治
、
壷
井
翔
太
、

中
田
朔
海
、
原
田
朋
実
、
樋
尾
衣
津

美
、
福
野
晴
耶
、
福
山
遼
大
、
藤
本

翔
、
松
岡
崇
史
、
村
井
一
真
、
森
博

紀
、
森
万
佑
子
、
赤
池
俊
希
、
荒
川

雄
斗
、
荒
木
駿
、
石
川
由
美
子
、
伊

藤
沙
樹
、
伊
藤
新
、
伊
藤
貴
紀
、
伊

藤
里
菜
、岩
﨑
未
来
、宇
尾
野
瑞
希
、

太
田
優
里
、
大
塚
友
紀
子
、
岡
輝
、

岡
田
佳
奈
、小
澤
敦
揮
、勝
田
遊
五
、

○
終
身
会
費
（
２
万
円
）

伊
藤
望
、
伊
藤
雄
紀
、
伊
藤
佑
夏
、

岩
嵜
光
基
、大
野
誠
宜
、大
森
一
毅
、

勝
木
万
祐
子
、
川
合
拳
人
、
川
島
和

子
、
木
全
優
貴
、
小
林
茉
奈
実
、
佐

野
真
奈
美
、四
方
美
希
、菅
沼
祐
太
、

杉
山
雄
紀
、鈴
木
智
大
、善
久
真
帆
、

舘
奈
央
、
舘
雅
大
、
田
中
み
な
み
、

田
名
瀬
絢
香
、棚
田
莉
紗
、中
原
瞳
、

西
山
沙
彩
子
、
廣
瀬
文
音
、
深
田
万

佑
子
、
別
所
香
奈
、
堀
田
奈
美
、
牧

添
遥
、
松
田
崚
、
松
本
明
香
里
、
森

口
若
奈
、
阿
部
桃
子
、
荒
木
勇
貴
、

印
南
翔
吾
、大
岩
俊
介
、太
田
夕
貴
、

岡
本
亜
門
、片
山
裕
太
、葛
山
彩
香
、

加
藤
玖
実
子
、
喜
多
嶋
志
帆
子
、
木

村
知
恵
、小
久
江
陽
介
、近
藤
玲
央
、

澤
美
伶
、
嶋
﨑
康
平
、
城
花
苗
、
鈴

木
友
海
、竹
内
貴
大
、多
田
亜
理
沙
、

辻
卓
久
、中
橋
風
馬
、野
口
侑
里
江
、

畑
諭
紀
裕
、平
川
眞
紀
、松
田
奈
美
、

松
本
慎
也
、
水
野
萌
香
、
向
井
沙
代

子
、
山
本
鋼
、
渡
部
沙
織
、
安
藤
さ

ゆ
り
、
家
木
優
太
、
伊
藤
宏
毅
、
伊

藤
博
典
、
梅
山
優
奈
、
岡
弘
樹
、
川

村
遊
、
倉
田
夏
実
、
小
泉
彩
綾
、
小

﨑
友
里
恵
、後
藤
麻
友
、塩
野
雅
也
、

世
古
将
太
郎
、
千
田
裕
美
子
、
田
川

奈
美
、
舘
佳
奈
子
、
巽
穂
菜
美
、
田

中
実
咲
、
田
中
美
侑
、
辻
知
広
、
中

川
詩
帆
、中
川
晴
香
、生
川
陽
加
里
、

早
川
雄
也
、
日
置
葵
、
廣
田
杏
珠
、

方
田
成
美
、
松
浦
匠
、
南
川
顕
吾
、

向
原
幸
子
、安
田
恵
子
、山
下
祐
輝
、

山
田
朱
里
、
青
木
奈
緒
子
、
市
川
結

菜
、
伊
藤
清
貴
、
伊
藤
幸
祐
、
宇
畑

雄
哉
、
太
田
隼
人
、
大
矢
峻
介
、
北

川
麻
衣
、
郷
す
ず
な
、
近
藤
弘
菜
、

佐
藤
雄
登
、神
保
康
紀
、杉
浦
菜
保
、

鈴
木
健
、
竹
中
達
、
冨
澤
沙
季
、
中

川
洸
樹
、
中
里
優
哉
、
中
村
綺
更
、

西
脇
実
伽
、
信
田
裕
斗
、
服
部
楓
、

廣
野
史
也
、福
田
龍
、福
森
ま
い
み
、

藤
井
詩
穂
、藤
田
敦
子
、藤
本
高
志
、

星
野
佑
輔
、堀
畑
友
見
、水
谷
行
善
、

森
裕
美
子
、
矢
田
裕
美
子
、
山
口
裕

之
、
山
口
佳
起
、
吉
本
直
哉
、
米
田

渉
真
、
渡
辺
健
太
郎
、
浅
野
遼
介
、

平
成
24
年
度
会
費
納
入
者

（
敬
称
略
）

　

同
窓
会
の
事
業
は
す
べ
て
会
費

に
よ
り
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
会

報
の
送
付
な
ど
も
、
財
政
上
の
理

由
か
ら
会
費
を
納
め
た
方
だ
け
に

限
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
納
入
が
ま
だ
お
済
み
で
な
い

場
合
に
は
、
是
非
お
早
め
に
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

○
納
入
金
額

　

終
身
会
費	

２
万
円

　

毎
年
納
入
の
場
合

　

	

年
会
費　
　

千　

円

○
納
入
方
法

　

①
郵
便
振
替　

口
座
番
号

　
　

０
０
８
２
０

−

８

−

６
３
６
７

　
　

三
重
県
立
四
日
市
高
校
同
窓
会

※
専
用
の
振
込
用
紙
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
連
絡
下
さ
れ

ば
送
付
い
た
し
ま
す
。

ま
た
同
窓
会
Ｈ
Ｐ
よ
り
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
能
で
す
。

　

②
現
金
書
留

　
　

会
館
迄
ご
送
金
下
さ
い
。

《
お
問
い
合
わ
せ
は
》

四
日
市
高
校
同
窓
会
館
ま
で

電
話
・
メ
ー
ル
に
て
ご
連
絡

下
さ
い
。

︿ 

会
費
納
入
の
お
願
い 

﹀

　
　
　
　

山
本　

將
子	

四
高
25

　
　
　
　

服
部　

幸
男	

四
高
27

　
　
　
　

瀬
木　
　

慧	

四
高
30

　
　
　
　

北
川　

利
美	

四
高
31

　
　
　
　

小
津　

博
嗣	

四
高
33

　
　
　
　

進
士　

尚
義	

四
高
34

　
　
　
　

上
野　

公
雄	

四
高
35

　
　
　
　

水
谷　

益
彦	

四
高
36

　
　
　
　

金
子　

和
生	

四
高
37

　
　
　
　

長
谷
川
正
統	

四
高
38

　
　
　
　

山
下
久
三
造	

四
高
39

　
　
　
　

青
山　
　

晶	

四
高
45

　
　
　
　

井
村　

正
史	

四
高
48

　
　
　
　

森　
　

公
平	

四
高
51

　
　
　
　

黒
木　
　

誠	

四
高
55

　
　
　
　

名
越　

一
大	

通
信
制

常 

任 

理 

事

役　
　

員

　

去
る
11
月
15
日（
木
）、
生
憎
の
小
雨
ま

じ
り
の
中
、
恒
例
の
第
４
回
四
高
銀
城
親

睦
ゴ
ル
フ
大
会
が
１
１
５
名
の
ご
参
加
に

よ
り
四
日
市
カ
ン
ツ
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

プ
レ
ー
終
了
後
、
午
後
３
時
半
過
ぎ
か

ら
ク
ラ
ブ
２
階
の
コ
ン
ペ
ル
ー
ム
で
表
彰

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

熊
澤
誠
一
郎
同
窓
会
長
の
ご
挨
拶
に
続

き
男
女
別
に
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
優

勝
者
は
次
の
方
々
で
し
た
。

◆
女
子
の
部

　

川
村
智
子
さ
ん
（
50
＋
48

−

19.2
＝
78.8
）

◆
男
子
の
部

　

片
山
重
明
さ
ん
（
43
＋
43

−

15.6
＝
70.4
）

四
高
銀
城
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
　
　
　

盛
大
に
開
催
さ
れ
る

お
悼
み

　

永
年
に
わ
た
り
、
同
窓
会

常
任
理
事
と
し
て
会
の
発
展

の
た
め
に
ご
尽
力
く
だ
さ
い

ま
し
た
、
富
中
41
回
卒
業
の

川
合
一
郎
氏
が
平
成
24
年
11

月
11
日
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た

（
享
年
85
才
）。

　

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。

第４回

男女優勝者と熊澤会長

懇談会会場
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ゆ
と
り
を
感
じ
さ
せ
る
町
で
あ
る
。

だ
か
ら
リ
ピ
ー
タ
ー
の
多
い
の
も
頷

け
る
。

　

こ
の
町
で
宿
泊
し
て
感
じ
た
こ
と

は
、
俗
に
い
う
一
流
旅
館
は
、
も
て

な
し
の
心
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
花

鳥
風
月
を
感
じ
さ
せ
る
た
た
ず
ま
い

が
大
切
で
あ
る
。
室
内
の
調
度
品
も

重
要
な
役
目
を
担
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
だ
。
人
は
美
し
い
自
然
と
の
調

和
の
中
に
、
心
の
安
ら
ぎ
を
感
じ
取

る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
心
豊
か

な
気
分
を
長
く
続
け
さ
せ
て
く
れ
る

の
が
一
流
と
言
わ
れ
る
理
由
で
は
な

い
か
と
思
っ
た
次
第
で
あ
る
。

　

旅
は
い
ろ
い
ろ
な
発
見
が
あ
り
面

白
い
も
の
だ
。
こ
れ
か
ら
も
楽
し
み

た
い
と
思
っ
て
い
る
。

前
よ
り
是
非
一
度
は
行
っ
て
み
た
い

と
言
っ
て
い
た
湯
布
院
へ
の
訪
れ

だ
。　

　

湯
布
院
は
こ
の
町
を
一
躍
有
名
に

し
た
中
谷
健
太
郎
の
想
い
を
よ
く
表

し
て
い
る
。
彼
は
こ
の
町
を
「
く
ら

し
と
一
体
化
し
た
町
づ
く
り
」「
こ

の
町
の
滲
み
出
る
心
地
よ
さ
を
大
切

に
し
た
い
」
と
い
う
。
旅
館
の
も
て

な
し
の
心
遣
い
や
タ
ク
シ
ー
の
運
転

士
ま
で
そ
の
こ
と
が
行
き
渡
っ
て
い

る
よ
う
で
、
笑
顔
と
人
柄
の
良
さ
と

　

今
、
湯
布
院
の
亀
の
井
別
館
の
茶

房
天
井
桟
敷
に
て
グ
レ
ゴ
リ
讃
美
歌

を
聞
き
な
が
ら
、
モ
ン
・
ユ
フ
の
ケ

ー
キ
を
食
べ
、
ダ
ー
ジ
リ
ン
の
紅
茶

を
飲
ん
で
い
る
。
座
っ
た
場
所
は
テ

ー
ブ
ル
が
窓
際
に
あ
り
、
２
人
席
で

並
ん
で
窓
越
し
に
外
の
景
色
が
見
え

る
席
で
あ
る
。
外
は
今
紅
葉
の
真
っ

盛
り
で
、
も
み
じ
が
山
の
緑
に
映
え

て
と
て
も
美
し
い
。
昨
夜
の
冷
え
込

み
が
一
層
そ
の
色
合
い
を
引
き
立
て

て
い
る
。
今
回
の
旅
は
、
家
内
が
以

潤
さ
せ
て
頂
く
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

救
わ
れ
る
は
ず
の
な
い
お
恥
ず
か

し
い
私
を
（
摂
取
不
捨
）必
ず
救
う
、

救
わ
ず
し
て
は
こ
の
私
は
（
不
取
正

覚
）
仏
の
座
に
い
て
も
た
っ
て
も
お

れ
ぬ
と
、
立
ち
づ
め
呼
び
づ
め
に
し

て
い
て
下
さ
る
ア
ミ
ダ
さ
ま
。
報
恩

の
お
念
仏
申
す
の
み
で
あ
り
ま
す
。

　

仏
心
の
種
を
頂
き
、
心
の
中
に
い

つ
も
美
し
い
花
を
咲
か
せ
て
、
こ
の

い
の
ち
、
お
か
げ
さ
ま
で
と
大
切
に

心
和
や
か
に
安
心
し
て
静
か
な
毎
日

を
過
ご
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

い
つ
も
阿
弥
陀
さ
ま
と
二
人
づ
れ

　

心
の
中
に
花
一
輪

が
で
き
ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
あ

り
が
た
い
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

　

過
去
を
振
り
返
れ
ば
後
悔
ば
か

り
、
現
在
に
あ
っ
て
は
不
平
不
満
を

申
し
、
未
来
に
向
か
っ
て
は
不
安
で

な
ら
ぬ
。
こ
の
気
持
ち
を
転
じ
て
安

心
し
て
年
を
重
ね
ら
れ
る
道
は
ど
こ

に
…　

求
め
る
心
が
そ
こ
に
起
き
て

き
ま
す
。

　

私
た
ち
の
人
生
の
終
着
駅
は
、
お

浄
土
に
生
ま
れ
成
仏
さ
せ
て
頂
く
心

の
ふ
る
里
が
あ
る
こ
と
を
聞
か
さ
れ

ま
し
た
。
ア
ミ
ダ
さ
ま
の
ま
こ
と
心

（
逃
ぐ
る
も
の
、
追
へ
と
る
な
り
）

の
親
心
、
我
が
計
ら
い
を
す
て
て
、

す
べ
て
お
ま
か
せ
を
す
る
こ
と
。
こ

れ
以
外
に
救
わ
れ
る
道
は
な
い
と
浸

　

き
び
し
い
冬
の
季
節
が
く
れ
ば
、

次
は
暖
か
い
春
が
訪
れ
ま
す
。
人
生

も
同
じ
よ
う
に
三
ツ
の
坂
が
あ
り
ま

す
。
上
り
坂
、
下
り
坂
、
あ
と
の
一

つ
は
、
ま
さ
か
！

こ
の
坂
に
出
会

っ
た
と
き
、
落
ち
つ
い
て
あ
わ
て
る

こ
と
な
く
全
て
を
受
け
止
め
乗
り
越

え
て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
13
歳
の
と
き
母
を
亡
く
し
、

40
歳
の
と
き
連
れ
合
い
の
住
職
と
も

死
別
、
幸
せ
う
す
き
人
生
の
始
ま
り

で
あ
り
ま
し
た
。悲
し
む
暇
も
な
く
、

す
ぐ
に
京
都
の
得
度
習
礼
所
に
て
僧

席
を
頂
き
、
一
人
の
僧
侶
と
し
て
自

坊
に
帰
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
多
く
の
仏
縁
を
頂
き
、

仏
さ
ま
の
み
教
え
を
聴
聞
す
る
こ
と

　

心
の
中
に
花
一
輪

内　

田　

加
代
子

（
四
女
42
回
卒
）

に
手
の
ひ
ら
を
開
い
た
位
の
大
き
な

青
い
花
の
つ
ぼ
み
が
で
き
、
次
か
ら

次
と
競
争
し
て
咲
き
ま
し
た
。
私
は

毎
日
花
の
数
を
表
に
つ
け
よ
う
と
思

っ
て
お
り
ま
し
た
の
に
、
私
の
動
作

が
間
に
合
わ
な
く
て
、
最
盛
期
が
終

わ
り
、
そ
し
て
寒
い
日
が
続
く
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
花
び
ら
は
青
色
か

ら
ピ
ン
ク
に
か
わ
り
、
大
き
さ
も
半

分
程
に
な
り
ま
し
た
が
形
や
花
の
形

は
か
わ
り
ま
せ
ん
。
種
は
で
き
な
く

て
も
、
根
と
じ
く
で
、
ど
ん
ど
ん
と

ふ
や
し
て
い
け
る
の
だ
と
教
え
ら
れ

ま
し
た
。
そ
し
て
花
び
ら
の
色
を
か

え
ら
れ
、
人
間
が
成
長
し
て
い
く
よ

う
に
、
外
国
の

あ
さ
が
お
も
競

争
し
て
生
か
さ

れ
て
い
る
の
だ

と
思
い
ま
し
た
。

や
り
を
は
じ
め
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら

三
日
後
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
早
や

つ
る
が
出
て
、
一
本
は
近
く
の
と
ゆ

へ
首
を
つ
っ
こ
む
様
子
を
し
て
い
ま

す
。
こ
ん
後
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
だ

ろ
う
か
と
思
案
を
し
ま
し
た
が
、
よ

い
方
法
は
考
え
つ
か
ず
次
の
日
、
様

子
を
見
ま
す
と
、
ず
っ
と
ず
っ
と
高

い
ベ
ラ
ン
ダ
の
と
ゆ
の
先
ま
で
首
を

出
し
て
い
る
の
で
す
。
成
長
の
早
さ

に
び
っ
く
り
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
何
事
に
も
成
長
の
早
さ
に

差
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
と
思
い
ま
し

た
。
そ
の
後
は
私
の
知
ら
な
い
う
ち

　

平
成
24
年
３
月
に
友
達
が
「
外
国

の
あ
さ
が
お
の
苗
を
花
屋
さ
ん
で
見

つ
け
た
の
で
買
っ
て
き
ま
し
た
。」

と
言
っ
て
二
葉
が
出
て
い
る
植
木
鉢

を
持
っ
て
き
て
下
さ
い
ま
し
た
。
小

学
生
の
時
一
年
生
の
担
任
の
横
山
先

生
に
あ
さ
が
お
種
を
二
つ
ぶ
い
た
だ

い
て
家
で
育
て
花
が
咲
く
と
毎
朝
い

く
つ
咲
い
た
か
記
録
し
た
時
の
事
を

思
い
出
し
ま
し
た
。
し
か
し
種
が
で

き
な
い
と
聞
い
て「
ふ
し
ぎ
だ
な
あ
。

ど
う
し
て
増
加
さ
せ
る
の
だ
ろ
う
。」

と
思
い
ま
し
た
。

　

二
日
後
地
面
へ
植
え
か
え
て
、
水

外
国
の
あ
さ
が
お
の
花

天　

野　

き
み
子

（
北
女
19
回
卒
）

　

旅
先
に
て中　

村　

公　

一

（
四
高
35
年
度
卒
）

平
身
低
頭
、真
っ
白
な
背
広
を
脱
ぎ
、

そ
の
ま
ま
ス
テ
テ
コ
姿
で
黙
っ
て
お

帰
り
に
な
っ
た
。
配
属
将
校
に
は
生

徒
監
舎
の
前
に
立
た
さ
れ
た
が
先
生

と
増
田
先
生
に
助
け
ら
れ
た
。
作
文

で
天
皇
も
神
よ
り
前
に
人
で
あ
る
と

述
べ
た
。
先
生
は
ひ
そ
か
に
父
に
相

談
さ
れ
た
ら
し
い
が
、
一
言
も
な
く

不
問
に
さ
れ
た
よ
う
だ
。

　

増
田
清
孝
先
生
の
数
学
に
は
よ
く

当
て
ら
れ
る
は
め
に
な
り
、
い
た
ず

ら
で
黒
板
に
と
ん
だ
解
を
書
い
て
み

た
。
期
待
に
反
す
る
解
答
で
怒
ら
れ

る
か
と
思
っ
た
ら
逆
に
大
変
誉
め
ら

れ
、
そ
れ
か
ら
数
学
に
自
信
を
も
っ

た
。

　

異
色
の
黒
松
秀
志
先
生
に
水
彩
画

と
油
絵
の
違
い
を
尋
ね
た
処
、
無
口

　

卒
業
し
て
か
ら
70
年
、
鹿
児
島
・

大
阪
・
奈
良
・
ス
ェ
ー
デ
ン
・
フ
ラ

ン
ス
・
四
国
を
転
々
、
医
育
の
末
席

に
60
年
、
今
も
兵
庫
で
リ
ハ
ビ
リ
学

校
に
あ
っ
て
タ
イ
韓
国
と
教
育
交
流

を
し
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
ど
「
人
生
を
変
え
た
名
授

業
」（
文
春
24
年
10
月
号
）を
読
ん
で
、

「
心
を
伝
え
よ
」「
考
え
る
こ
と
を
教

え
る
」「
感
じ
た
も
の
を
画
け
」
な

ど
の
言
葉
に
、
富
中
当
時
の
名
物
先

生
を
思
い
起
こ
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
や
暗
記
の
苦
手
な
小
生

が
高
橋
俊
人
先
生
に
会
っ
て
、
唐
詩

人
の
酒
や
女
の
詩
に
感
動
し
、
丙
だ

っ
た
国
漢
が
忽
ち
甲
に
な
っ
た
。
掃

除
当
番
で
水
を
掛
け
合
い
、
誤
っ
て

先
生
に
バ
ケ
ツ
の
汚
水
を
浴
び
せ
、

富
中
の
三
先
生
を
偲
ぶ

山　

田　

正　

興

（
富
中
38
回
卒
）

な
先
生
が
ご
自
身
の
油
絵
具
で
油
の

溶
き
方
ま
で
教
え
ら
れ
る
と
い
う
、

初
め
て
の
経
験
が
後
に
趣
味
に
ま
で

な
っ
た
。
ま
た
ご
郷
里
の
美
し
い
山

に
魅
せ
ら
れ
て
、
鹿
児
島
の
七
高
造

士
館
へ
行
く
気
に
も
な
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
先
生
方
に
よ
り
、
文

学
、
理
学
、
美
学
に
目
覚
め
、
後
に

は
物
理
学
者
を
親
友
に
も
ち
、
物
理

を
扱
う
医
学
へ
の
糸
口
に
な
っ
た
。

旧
制
高
校
の
全
寮
生
活
や
渡
欧
で
ド

イ
ツ
の
ギ
ム
ナ
ジ
ュ
ー
ム
、
英
国
の

カ
レ
ッ
ジ
等
の
教
育
の
深
奥
に
ふ

れ
、
知
識
と
共
に
学
ぶ
べ
き
心
の
置

き
処
の
大
切
さ
や
、
知
識
の
切
り
売

り
と
ク
イ
ズ
の
よ
う
な
暗
記
テ
ス
ト

の
前
に
心
を
培
う
こ
と
の
重
要
さ
を

学
ん
だ
。
旧
学
制
以
前
の
幕
末
、
九

州
日
田
の
広
瀬
淡
窓
塾
か
ら
維
新
の

人
材
が
出
た
よ
う
に
、
富
中
時
代
、

多
感
な
わ
れ
ら
中
学
生
を
遊
ば
せ
て

く
れ
た
先
生
方
も
ヒ
ュ
ー
マ
ン
な
教

育
者
と
し
て
優
れ
て
い
た
と
今
も
思

っ
て
い
る
。
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は
時
刻
表
を
持
っ
て
い
な
い
。
車
に

乗
る
か
ら
だ
。
だ
か
ら
、
あ
の
街
の

電
車
と
そ
の
ス
ト
レ
ス
に
つ
い
て
熱

く
語
っ
て
も
、「
ふ
ー
ん
、
そ
ん
な

感
じ
な
ん
だ
ー
」
と
軽
く
か
わ
さ
れ

る
。
む
し
ろ
、
私
が
運
転
免
許
証
を

も
た
な
い
こ
と
が
み
ん
な
の
驚
き
を

誘
う
。

　

も
し
か
す
る
と
、
時
刻
表
な
ん
て

私
だ
け
が
後
生
大
事
に
持
ち
歩
く
過

去
の
遺
物
な
の
か
も
し
れ
な
い
と
思

う
、
今
日
こ
の
頃
で
あ
る
。

改
札
す
ら
通
れ
な
い
こ
と
も
あ
る
。

も
っ
と
も
、
止
ま
っ
た
電
車
に
乗
っ

て
い
た
な
ら
、
数
時
間
に
わ
た
っ
て

閉
じ
込
め
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
多

い
か
ら
、
い
ち
ば
ん
運
が
悪
い
。
と

に
か
く
、毎
日
、通
勤
の
た
び
に
「
電

車
が
と
ま
り
ま
せ
ん
よ
う
に
！
」
な

ん
て
考
え
る
の
で
は
、
ス
ト
レ
ス
い

っ
ぱ
い
で
あ
る
。

　

近
鉄
富
田
駅
で
赤
い
電
車
を
ぼ
ん

や
り
待
っ
て
い
た
い
な
か
も
ん
が
、

そ
ん
な
街
に
長
く
耐
え
ら
れ
る
は
ず

も
な
い
。
私
は
静
か
に
そ
の
街
を
去

っ
た
。
定
期
入
れ
に
は
昔
の
よ
う
に

時
刻
表
が
鎮
座
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
と
て
も
健
全
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
四
日
市
の
多
く
の
人

　

ほ
ぼ
20
年
ぶ
り
に
戻
っ
た
四
日
市

で
、新
し
く
必
要
に
な
っ
た
の
は「
時

刻
表
」
で
あ
る
。

　

ホ
ー
ム
に
立
ち
さ
え
す
れ
ば
い
く

ら
で
も
電
車
が
や
っ
て
く
る
街
に
住

ん
で
い
た
の
で
、
時
刻
表
を
持
つ
必

要
が
な
か
っ
た
の
だ
。

　

と
い
う
こ
と
で
、「
そ
れ
は
そ
れ

は
便
利
な
と
こ
ろ
で
し
た
の
よ
、
ほ

ほ
ほ
」と
自
慢
し
た
い
と
こ
ろ
だ
が
、

そ
う
は
い
か
な
い
。
そ
の
街
の
電
車

は
い
つ
も
満
員
で
、
し
か
も
、
よ
く

止
ま
る
の
で
あ
る
。
風
、
雨
、
雷
、

雪
、
地
震
、
事
故
…
あ
ら
ゆ
る
理
由

で
ほ
ぼ
毎
日
、
ど
こ
か
で
止
ま
る
。

止
ま
っ
た
途
端
、
人
々
は
別
ル
ー
ト

に
殺
到
、ホ
ー
ム
に
は
人
が
あ
ふ
れ
、

　

時
刻
表

加　

藤　

道　

子

（
四
高
62
年
度
卒
）

た
。
お
か
げ
で
今
は
こ
の
土
地
に
誇

り
と
深
い
愛
着
を
感
じ
て
い
ま
す
。

現
在
は
自
宅
の
小
さ
な
ア
ト
リ
エ
で

大
好
き
な
花
を
教
え
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
人
生
の
花
を
咲
か
せ
よ
う
と

し
て
い
る
女
性
た
ち
が
足
を
運
ん
で

く
れ
て
い
ま
す
。
彼
女
た
ち
の
背
中

を
そ
っ
と
押
し
な
が
ら
い
つ
も
思
っ

て
い
ま
す
。
大
丈
夫
！

き
っ
と
夢

は
叶
う
よ
。
そ
し
て
、
人
生
に
は
何

度
も
花
を
咲
か
せ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
よ
！

と
。　

縁
の
腐
女
子
！

学
業
面
で
も
「
燃

え
尽
き
症
候
群
」
で
、
当
然
成
績
は

常
に
最
低
ラ
イ
ン
を
キ
ー
プ
！

今

思
え
ば
高
校
時
代
は
わ
が
人
生
の
氷

河
期
で
し
た
ね
（
笑
）

　

そ
ん
な
私
も
、
短
大
に
進
学
し
て

氷
河
期
か
ら
や
っ
と
春
を
迎
え
、
短

大
卒
業
後
は
Ａ
Ｎ
Ａ
の
キ
ャ
ビ
ン
ア

テ
ン
ダ
ン
ト
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
そ
の
へ
ん
は
、
落
ち
こ
ぼ
れ

で
あ
っ
て
も
あ
た
た
か
く
ご
指
導
下

さ
っ
た
先
生
方
の
お
か
げ
で
す
。

　

三
十
代
の
頃
は
主
婦
を
し
な
が
ら

地
元
の
タ
ウ
ン
誌
「
月
刊Kujira

」

の
編
集
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
北
勢
三
重

の
魅
力
を
探
し
て
駆
け
回
り
ま
し

　

私
の
高
校
生
時
代
を
振
り
返
り
ま

す
と
…
「
ほ
ん
っ
と
、
イ
ケ
て
な
か

っ
た
な
ー
！
」
の
一
言
で
す
（
笑
）

　

今
の
女
子
高
生
を
見
て
い
る
と

皆
、
お
洒
落
で
か
わ
い
い
で
す
が
、

当
時
の
私
は
そ
の
対
極
に
あ
り
ま
し

て
、
中
学
の
同
窓
生
に
会
え
ば
「
ア

ン
タ
、
な
ん
ち
ゅ
う
カ
バ
ン
持
っ
と

ん
の
ー
！

バ
ク
ダ
ン
や
ん
！
」
と

笑
わ
れ
…
そ
う
、
当
時
の
高
校
生
の

間
で
は
学
生
カ
バ
ン
を
ぺ
っ
ち
ゃ
ん

こ
に
す
る
の
が
主
流
だ
っ
た
の
で

す
。
で
も
、
私
は
鞄
に
教
科
書
や
ら

辞
書
や
ら
弁
当
や
ら
を
パ
ン
パ
ン
に

詰
め
込
み
、
お
ま
け
に
ニ
キ
ビ
面
で

お
お
よ
そ
色
気
な
ん
て
も
の
と
は
無

バ
ク
ダ
ン
か
ば
ん
に

　
　

夢
を
つ
め
て
…

堀　

田　

倫　

代

（
四
高
50
年
度
卒
）

健
康
診
断
の
結
果
。
最
近
で
は
定
年

退
職
。そ
し
て
つ
い
に
二
年
先
輩
が
、

昨
年
末
に
定
年
退
職
さ
れ
、
現
実
の

話
に
。
私
も
あ
と
少
し
…
。

　

と
こ
ろ
で
、
私
は
今
、
四
高
が
あ

る
富
田
で
働
い
て
い
ま
す
が
、
富
田

の
た
め
に
四
高
に
も
協
力
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
一
つ
は
、
四
高
が

富
田
地
区
の
避
難
所
の
一
つ
に
な
っ

て
お
り
、
防
災
訓
練
に
も
協
力
し
て

も
ら
っ
て
い
る
こ
と
。も
う
一
つ
は
、

吹
奏
楽
部
が
毎
年
９
月
に
開
催
さ
れ

る
地
区
敬
老
会
で
素
晴
ら
し
い
演
奏

を
披
露
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ

と
。
こ
の
場
を
借
り
て
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

さ
て
、剣
道
部
卒
業
生
の
皆
さ
ん
、

12
月
30
日
夕
方
６
時
に
四
日
市
の
ス

ワ
サ
ロ
ン
に
集
合
！

年
、
原
則
12
月
30
日
が
集
合
日
に
な

り
、毎
年
数
人
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

当
日
、
そ
の
年
初
め
て
会
う
人
も
い

て
、
そ
の
時
の
挨
拶
が
「
あ
け
ま
し

て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
な
の

で
す
。

　

忙
し
い
年
末
に
集
ま
る
た
め
、
参

加
者
は
各
家
庭
の
年
末
大
掃
除
の
ノ

ル
マ
が
あ
る
よ
う
で
す
。
我
が
家
は

窓
拭
き
。
12
月
30
日
ま
で
に
完
了
す

る
と
い
う
目
標
が
あ
る
と
仕
事
が
は

か
ど
り
ま
す
。

　

話
題
は
、
三
十
代
の
頃
は
仕
事
や

子
ど
も
の
こ
と
。
十
数
年
前
か
ら
は

　

「
あ
れ
か
ら
40
年
！
」
…
私
が
四

高
を
卒
業
し
て
今
年
で
40
年
で
す
。

高
校
時
代
は
剣
道
部
に
所
属
し
て
い

ま
し
た
が
、
何
年
か
た
つ
う
ち
に
元

部
員
と
の
付
き
合
い
も
年
賀
状
の
交

換
ぐ
ら
い
に
な
り
、
徐
々
に
減
っ
て

い
き
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
中
、
私
が
三
十
代
の
時

に
仕
事
で
中
国
天
津
市
に
約
一
年
滞

在
し
、
帰
国
後
の
年
末
に
Ｋ
先
輩
か

ら
、「
集
ま
ら
な
い
か
」
と
の
お
誘

い
を
受
け
、
私
の
前
後
の
年
代
の
人

に
声
を
か
け
、
10
人
ほ
ど
が
12
月
30

日
に
集
ま
り
ま
し
た
。
そ
れ
以
降
26

12
月
30
日
に
「
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

安　

達　

尚　

郎

（
四
高
47
年
度
卒
）

た
。舞
台
で
演
奏
す
る
友
人
を
見
て
、

「（
当
た
り
前
で
す
が
）
大
人
に
な
っ

た
な
ぁ
。
き
れ
い
に
な
っ
た
な
ぁ
」

と
思
い
な
が
ら
、
演
奏
を
聴
い
て
い

ま
し
た
。
曲
を
聴
き
な
が
ら
、
四
高

時
代
、
こ
の
文
化
会
館
で
の
文
化
祭

で
、
合
唱
部
の
発
表
を
し
た
こ
と
を

思
い
出
し
ま
し
た
。
合
唱
部
の
人
数

は
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
み
ん
な
で
た
く
さ
ん
の
曲

を
練
習
し
、
楽
し
く
演
奏
し
た
こ
と

を
懐
か
し
く
思
い
ま
し
た
。

　

久
し
ぶ
り
の
演
奏
会
が
終
わ
り
、

改
め
て
「
音
楽
っ
て
素
敵
だ
な
」
と

思
い
返
す
一
日
と
な
り
ま
し
た
。
中

学
以
来
の
再
会
も
で
き
、
音
楽
は
、

私
と
た
く
さ
ん
の
人
を
つ
な
い
で
く

れ
て
い
ま
す
。

っ
た
恩
師
や
知
人
な
ど
、
実
に
様
々

な
人
と
出
会
い
、
近
況
等
を
報
告
し

ま
し
た
。
こ
う
い
う
場
で
再
会
し
、

う
れ
し
さ
や
懐
か
し
さ
を
感
じ
る
と

共
に
、
音
楽
で
こ
ん
な
に
も
た
く
さ

ん
の
人
と
つ
な
が
っ
て
い
た
こ
と
を

実
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

さ
て
、久
し
ぶ
り
の
演
奏
会
の
為
、

寝
て
し
ま
わ
な
い
か
と
心
配
に
な
り

な
が
ら
も
、演
奏
が
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
演
奏
会
に
は
、
中
学
以
来
久
し

ぶ
り
に
会
う
友
人
が
出
演
し
て
お

り
、
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し

　

昨
年
１
月
、
高
校
時
代
の
友
達
か

ら
メ
ー
ル
を
も
ら
い
、
四
日
市
市
文

化
会
館
で
行
わ
れ
る
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
に
出
か
け
る
機
会
が
あ

り
ま
し
た
。
高
校
生
の
時
か
ら
音
楽

と
関
わ
り
、
学
生
時
代
は
演
奏
会
に

出
か
け
る
機
会
も
割
と
あ
り
ま
し
た

が
、
仕
事
を
始
め
て
数
年
経
つ
と
、

音
楽
と
関
わ
る
機
会
も
徐
々
に
減

り
、
今
回
は
５
年
ぶ
り
の
演
奏
会
で

し
た
。

　

会
場
に
行
く
と
、
中
学
か
ら
現
在

に
至
る
ま
で
、
音
楽
の
方
面
で
出
会

増　

山　

美　

奈

（
四
高
平
成
７
年
度
卒
）

音
楽
で
つ
な
が
る
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成
感
を
得
ら
れ
た
こ
と
が
自
信
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

毎
年
、
親
睦
旅
行
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
参
加
さ
せ
て
頂
き
、
記
憶
の

片
隅
に
し
ま
い
込
ま
れ
て
い
た
同
窓

生
の
顔
や
、
忘
れ
て
し
ま
っ
て
い
た

思
い
出
が
次
々
と
湧
き
上
が
り
、
時

間
が
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
行
き

ま
す
。
同
窓
会
の
開
催
に
あ
た
り
、

運
営
の
役
員
、
幹
事
の
方
々
に
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

題
」「
自
分
の
理
想
と
違
っ
た
学
校
」

な
ど
の
悩
み
が
あ
っ
た
こ
と
を
聞
か

せ
て
く
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
一
方
で

退
学
の
後
悔
と
高
卒
の
必
要
性
を
感

じ
て
い
ま
し
た
。
私
自
身
に
も
訴
え

ら
れ
て
い
る
様
で
し
た
。

　

今
、
医
療
関
係
に
勤
務
し
て
い
ま

す
が
、時
代
の
移
り
変
わ
り
と
共
に
、

看
護
に
要
求
さ
れ
る
事
柄
も
非
常
に

高
度
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

精
神
面
及
び
肉
体
面
の
両
方
か
ら
看

護
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
の
は
、

そ
の
身
に
な
っ
て
考
え
る
こ
と
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
通
信
で
良
き
友
達

に
恵
ま
れ
楽
し
く
学
び
卒
業
で
き
、

何
か
一
つ
の
こ
と
を
や
り
遂
げ
た
達

　

世
代
の
違
う
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
と
共

に
学
ん
だ
通
信
制
は
「
生
き
た
人
生

勉
強
」
で
し
た
。
先
生
に
教
え
て
頂

き
、
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
に
助
け
ら
れ
、

家
族
に
支
え
ら
れ
て
も
ら
っ
た
４
年

間
に
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

息
子
の
高
校
受
験
に
刺
激
さ
れ
、

平
成
７
年
に
入
学
し
ま
し
た
。
大
切

な
時
期
に
何
も
で
き
な
く
母
親
と
し

て
は
失
格
で
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

目
的
に
向
か
っ
て
ハ
ー
ド
ル
を
乗
り

越
え
て
い
き
ま
し
た
。
若
い
生
徒
さ

ん
の
中
に
は
不
登
校
な
ど
で
全
日
制

高
校
を
や
む
な
く
退
学
さ
れ
た
方
も

多
く
み
ら
れ	

び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

彼
ら
と
話
す
う
ち
に
「
い
じ
め
の
問

の
〝
再
会
〟
が
あ
り
ま
し
た
。
流
行

の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
「
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
」
の

中
で
、
で
す
が
、
ネ
ッ
ト
上
で
の

〝
再
会
〟
と
は
い
え
侮
れ
ず
、
仕
事

か
ら
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ま
で
様
々
な
近

況
・
変
化
が
垣
間
見
え
て
な
か
な
か

面
白
い
も
の
で
す
。
私
自
身
も
、
就

職
～
結
婚
・
出
産
を
経
て
７
年
住
ん

だ
大
阪
か
ら
４
月
に
東
京
へ
転
勤

し
、
育
児
休
暇
も
終
え
て
育
児
と
仕

事
の
両
立
に
慌
た
だ
し
い
毎
日
を
送

っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
合
間
に
四
高

の
思
い
出
を
こ
う
し
て
振
り
返
っ
て

い
る
と
、
30
歳
の
節
目
を
迎
え
、
誰

か
同
窓
会
を
そ
ろ
そ
ろ
企
画
し
て
く

れ
な
い
か
と
、
本
当
の
「
再
会
」
を

他
力
本
願
に
思
っ
て
み
る
今
日
こ
の

頃
で
す
。

し
た
。
店
内
で
流
れ
て
い
た
ア
コ
レ

の
歌
、今
で
も
歌
え
て
し
ま
い
ま
す
。

確
か
３
年
生
の
と
き
に「
ダ
イ
ソ
ー
」

に
な
り
、
担
任
の
山
北
先
生
に
悪
戯

の
域
に
入
る
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
買
っ
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
些
細
な
出
来

事
ほ
ど
次
々
と
蘇
る
、
た
く
さ
ん
の

思
い
出
。
今
で
も
当
時
と
変
わ
ら
な

い
ま
ま
笑
い
合
え
る
友
人
達
。
四
高

で
過
ご
し
た
３
年
間
は
私
の
財
産
で

す
。

　

普
段
な
か
な
か
会
え
て
い
な
い
友

人
と
も
、
こ
こ
１
年
半
ほ
ど
で
多
く

　

私
た
ち
２
０
０
０
年
度
卒
業
生
は

ち
ょ
う
ど
30
歳
を
迎
え
ま
し
た
。
私

の
実
家
は
富
田
に
あ
り
、
帰
省
の
度

に
懐
か
し
い
母
校
を
目
に
し
ま
す
。

富
田
駅
の
可
愛
ら
し
い
鯨
の
駅
舎
や

綺
麗
に
整
備
さ
れ
た
ロ
ー
タ
リ
ー
、

四
高
の
向
か
い
に
新
築
の
家
が
建
ち

並
ん
で
い
る
様
子
を
見
る
と
、
卒
業

し
て
10
年
以
上
と
い
う
月
日
の
流
れ

に
驚
く
反
面
、
や
は
り
少
し
ず
つ
時

代
や
街
は
変
化
し
て
い
る
よ
う
で

す
。
私
た
ち
が
在
学
中
、
向
か
い
に

は
ス
ー
パ
ー
「
ア
コ
レ
」
が
あ
り
ま

変
わ
る
も
の
、

　

変
わ
ら
な
い
も
の

思
い
出

伊　

藤　

久
美
子

（
四
高
平
成
12
年
度
卒
）

西　

山　

民　

子

（
通
信
制
課
程
）

リレー随想 〈第16回〉

希望に満ちて…
アズナブール

大 藏 日出子（四高29年度卒）

　♪私が東京に出たのは二
は た ち

十才を過ぎた頃…。　これは88才にな
る今日まで1000曲にのぼる作詞・作曲をした世界的な歌手シャル
ル・アズナブールの歌「希望に満ちて」の冒頭の一節です。彼は祖
国アルメニアからパリに移り住んだ貧しい移民の一人として、数々
の試練を克服し、歌手・俳優としても成功し現在の地位を礎いた、
自叙伝ともいえる歌です。昨年四日市で開催の「ホームリサイタル」
で、大都会パリを東京（訳詞）にオーバーラップして私もこれ迄の
自分の人生として歌いあげました。
　29期生としての四高の３年間は、受験校とはいえ、個々の個性
を尊重した比類のない自由な校風の中で、私の目標は生涯を演劇人
として生きたいと思っていました。高校演劇部活動で「そこまでや
るの？」と疑問視される程の、桑原先生の徹底した本物志向の指導
が、私の演劇に対するもの創りの姿勢、バックボーンが出来上りま
した。卒後、上京して俳優座養成所の門を叩き難関突破、９期生と
して千田先生初め著名演劇人のもとで、俳優になるべく研鑽と訓練
に励みました。日々アルバイトで得た僅かなお金も全て舞台に立つ
為の学費に投入し、貧しさも夢と若さで生き抜いたラ・ボエームの
世界でした。その後、劇団四季に入り当時は舞台、ＴＶ、映画で食

べていける人はほんの一握りで、まだまだ女性に対する制約も多く、
演劇活動もままならない状態が続きました。結婚し、一子を育てあ
げ、ようやく余裕が出来たその頃、シャンソンの殿堂と言われた「銀
巴里」が閉鎖する事となり、「シャンソンの灯を絶やすな！」と東
京ガスホールの館長さんが掲げた旗の元に、熱烈な同好者が集いシ
ャンソン教室が開かれるという新聞記事に触発され私も参加しまし
た。そこでの出会いが銀巴里で最後まで歌い、後にオペレッタの歌
役者として喝采を浴びた故木月京子先生でした。
　歌で人生の喜びや悲しみを語り、魂をゆさぶる感動を３分間のド
ラマとして表現する事に共感を覚えました。18年間シャンソンの
教えを受けた事は、そ
の後の私の生きる指針
となりました。年を重
ねて今ようやく判って
来た歌。今だからこそ
歌える曲がきっとある
筈です。心待ちして下
さる介護施設の方々へ
の歌の訪問やチャリテ
ィ等の歌の奉仕活動で
喜んで迎えて下さる笑
顔は私の活力の源です。
　アズナブールは「歌
は人々を明日の希望へ
とつなぐ」と言ってい
ます。彼の様に私も
矍
かくしゃく

鑠として、人生を謳
歌しつづけたいと思っ
ています。
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出
場
す
る
部
活
動
や
個
人
の
壮
行
会

で
歌
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の

歌
の
一
節
に
次
の
よ
う
な
フ
レ
ー
ズ

が
あ
り
ま
す
。「
い
ざ
と
も
に
行
か

ん
希
望
の
門
我
等
が
母
校
四
日
市
あ

あ
四
日
市
」。
こ
の
歌
の
よ
う
に
母

校
、
仲
間
と
の
絆
を
忘
れ
る
こ
と
な

く
、
希
望
を
胸
に
、
こ
れ
か
ら
の
自

分
の
生
き
方
に
誇
り
を
持
て
る
よ
う

努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

先
生
方
は
よ
く
四
日
市
高
校
の
生

徒
は
、
将
来
を
担
っ
て
い
く
立
場
に

ふ
さ
わ
し
い
人
間
に
な
り
得
る
と
い

う
お
話
を
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
互

い
に
協
力
し
、
最
大
限
の
力
を
発
揮

す
る
こ
と
が
で
き
る
四
高
生
は
そ
う

い
っ
た
立
場
に
立
つ
資
格
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
も

四
日
市
高
校
で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か

し
て
、
社
会
に
貢
献
で
き
る
よ
う
な

人
間
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、
四
日
市
高
校
で
、
丁
寧
に

質
問
に
答
え
て
く
だ
さ
っ
た
先
生

方
、
私
を
支
え
て
く
れ
た
友
達
の
お

か
げ
で
、
学
校
へ
行
く
こ
と
が
楽
し

く
感
じ
ら
れ
、
充
実
し
た
生
活
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。そ
し
て
、

高
校
で
の
三
年
間
を
通
じ
て
、
互
い

に
高
め
合
う
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
、

大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

　

私
は
、
入
学
当
初
、
学
校
の
授
業

を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
た
だ
ひ
た

す
ら
に
勉
強
を
す
れ
ば
良
い
と
考
え

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
一
人
で
勉

強
を
し
て
い
て
も
や
る
気
は
出
ず
、

勉
強
に
集
中
で
き
な
い
日
が
続
く
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
、
勉

強
が
辛
く
て
も
必
死
に
努
力
し
て
い

る
友
達
の
姿
を
目
に
し
、
自
分
も
も

っ
と
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。友
達
も
、

私
が
努
力
し
て
い
る
姿
を
見
て
、
辛

い
時
で
も
、
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で

き
た
と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
先
生

方
は
い
つ
も
「
勉
強
は
個
人
戦
で
は

な
く
、
団
体
戦
だ
」
と
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
ま
す
が
、
ま
さ
に
そ
の
通
り
だ

と
思
い
ま
す
。

　

特
に
、
三
年
生
に
な
り
受
験
勉
強

が
始
ま
る
と
、
こ
の
高
め
合
う
こ
と

の
大
切
さ
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。
友

達
と
同
じ
問
題
を
解
き
、
理
解
で
き

な
い
部
分
を
教
え
合
っ
た
り
、ま
た
、

成
績
不
振
の
際
に
励
ま
し
合
っ
た

り
、相
談
し
合
っ
た
り
し
た
こ
と
で
、

良
い
刺
激
を
受
け
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
向
上
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、私
た
ち
の
在
学
中
に
、

長
い
間
歌
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
「
希

望
の
門
」
と
い
う
応
援
歌
が
復
活
し

ま
し
た
。
東
海
大
会
や
全
国
大
会
へ

　僕は昨年の夏三重県、そしてこの四日市高校を代表して国民体育大会
という大舞台を経験することができました。その中で学ぶこともたくさ
んありました。本番当日に自分を最高の状態にもっていくことの難しさ、
刺激し合いお互いを高め合うことのできる仲間、そしてそのチームワー
ク、また個々を支えてくれる人の大切さ。
　今、思い返してみるとあの大会で結果を残した選手ほど、周りの人と
のコミュニケーションを大切にし、たくさんの人の協力を最大限に生か
して行動していたように思えます。
自分が納得のいく泳ぎが出来るまでアップ、ダウンを問わずつきつめ、
信念をまげずに練習をしていました。大舞台で結果を残すことができる
選手との思考の違いに、自分を見つめ直さなければならないことが数多
くあると痛感した期間になったと思います。
　そして、今僕は高校生としては最高の大会であるインターハイに出て
結果を残すために昨夏の教訓をいかして練習を重ねています。この年末
年始のほとんどを合宿に費やしました。そこでコーチに、インターハイ
に出るのではなく、そこで勝つことを常に考えて練習しなさい。と言わ
れさらに士気が高まりました。といってもすべて、思い通りにいくわけ

がありません。何度も心が折れそうになりました。
でも、目標がぶれることはありませんでした。そ
の成果があったのか先日の大会では、前半と後半
のタイム差がこれまでの自分では考えられないほ
ど小さくなりました。これからも毎試合なにかす
こしでも成長し続けて、ここぞというときに最大
限の力が発揮できる選手になります。

　また、メンタル面の強化も不可欠だと感じました。どんな時でも屈し
ない精神。自分にそんな立派なものはありませんが、いつでも味方でい
てくれる大切な人ならいます。一人ではなしえなくても、協力すれば出
来る。これこそ強い精神を生み出すカギなのではないかと思います。
　これからも日々成長し、感謝の気持ちを持って最高のパフォーマンス
で恩返しが出来るよう精進していきたいと思います。

　私たち放送部は、四日市高校に伝わる応援歌であ
る「希望の門」についてのテレビドキュメント番組
を制作しました。

　希望の門は長い間生徒たちに歌われておらず、卒業生の方々に惜し
まれていましたが、水谷学校長のもとで昨年から生徒たちに教えられ
ることになりました。そこで、希望の門の歴史や伝統、そして再び歌
われることになった経緯について調べ、一つの番組を作ったのです。
何十年もの間脈々と受け継がれてきた希望の門には、たくさんの思い
が込められていて、制作していくうちに胸が熱くなりました。
　多くの方々のインタビューをもとにして、部員たちで一生懸命作っ
たドキュメント番組「希望の門」は、ＮＨＫ杯全国高校放送コンテス
ト三重県大会で入賞し、全国大会へ進出するという快挙を達成しまし
た。制作にあたっては、多くの卒業生の方や先生方に協力していただ
きました。校舎のすぐ近くにある同窓会館を訪れ、貴重な資料を見せ
ていただきました。また、昨年四日市都ホテルで行われた「桜菜会」
では、同窓生方々が希望の門を歌っているところを取材させていただ
きました。
　たくさんの方々のおかげで、番組を完成することができました。こ
の場をお借りして、多くの情報を提供していただいた鈴木田先生、並
びにご協力いただいたすべての先生方にお礼申し上げます。
　今回の取材を通して大切なことを知ることができました。生徒たち
が再び希望の門を歌う機会を作っていただいた校長先生には、仲間た
ちで手を取り合い希望を持ち続けることがいかに大切かを教わりまし
た。卒業生の方々の、母校四日市高校やその生徒にかける期待や願い
に触れることができました。希望の門には、「いざともに行かん」と
いう歌詞があります。卒業生の皆様の応援を背に、この歌詞のように
生徒たちで協力し合って高い望みを目指したと思います。また、もう
すぐ卒業して同窓生となる三年生として、今後も四日市高校で希望の
門が歌い継がれ、希望を胸に後輩たちが高校生活を過ごしてくれるこ
とを願ってやみません。
　今回、ドキュメント番組「希望の門」を制作して、多くのことを学
び、大切な思いを映像として形にできたのではないかと思います。

大切なもの
希望の門

互
い
に
高
め
合
う
こ
と
の

　

素
晴
ら
し
さ

水泳部１年　川　瀬　裕　斗放送部３年　河　島　佳　史

３
年
１
組　

尾　

崎　

侑　

平

学園だより

　

秋
か
ら
準
備
を
始
め
た
会
報

作
り
は
、
最
終
段
階
を
迎
え
、

同
じ
学
び
舎
で
学
ん
だ
と
い
う

こ
と
か
ら
生
ま
れ
る
信
頼
と
連

帯
感
や
学
生
時
代
の
友
と
の
交

流
が
そ
の
礎
と
な
っ
て
い
る
と

実
感
し
、大
変
さ
と
は
裏
腹
に
、

得
る
も
の
の
大
き
さ
を
実
感
す

る
毎
日
で
す
。

　

大
先
輩
方
の
底
力
を
手
書
き

原
稿
か
ら
垣
間
見
さ
せ
て
頂
い

た
り
、
又
、
デ
ジ
タ
ル
原
稿
の

利
便
性
も
味
わ
っ
た
り
。
編
集

作
業
は
、
ま
さ
に
温
故
知
新
の

言
葉
通
り
で
す
。	

（
小
林
）

編
集
後
記



（8）四日市高校　同窓会報 第70号2013年（平成25年）３月１日

関西四高会　H23.10.30（大阪弥生会館） 通信制バス親睦旅行　H24.6.3（信州）

星稜会（四高卓球部ＯＢ会）　H24.4.7（うお富）

四高38年度３年５組クラス会　H24.11.10（たまゆら）

第12回四高桜菜会総会　Ｈ24.5.15 （四日市都ホテル）

四高51年度卒同窓会　H24.8.11（四日市都ホテル）

富中40回生クラス会　H24.11.2（四日市市呼月）

富中三八会

H24.9.8
（たまゆら四日市）

北海道
富中四高会
H24.3.20
（札幌市内）

富中第41回会　Ｈ24.6.2 （四日市都ホテル）


